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ひきこもりの定義 

「ひきこもり」とは・・・       
 
    「仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６
か月以上続けて自宅にひきこもっている状態」のこと。 
   単一の疾患や障害の概念ではなく、様々な要因が背景になって生じる。 

（厚生労働省ホームページから）  

中高年のひきこもり 
 
    ひきこもりが長期化するなどし、中高年の子の面倒を高齢の親が見続ける
世帯が社会的に孤立するケース（いわゆる「８０５０問題」）が顕在化。 
    平成３０年１月には、北海道で８０代の母親と５０代の娘がそろって低栄養
状態による低体温症により衰弱死したケースが発生。 
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内閣府アンケート調査結果の概要① 

項目 平成３０年度調査 平成２７年度調査 

調査対象 ４０～６４歳 １５～３９歳 

調査方法 無作為抽出によるアンケート調査（標本数５，０００） 

有効回答 
６５％ 

（３，２４８人） 
６２．３％ 

（３，１１５人） 

ひきこもり状態にある人 
（推計値：全国） 

１．４５％ 
（６１．３万人） 

１．５７％ 
（５４．１万人） 

（１）調査概要 

 ６か月以上にわたって、次のいずれかの状態にある人     

内閣府アンケート調査におけるひきこもり群の定義 

・趣味の用事の時だけ外出する  

・近所のコンビニなどには出かける 
・自室からは出るが、家からは出ない   
・自室からほとんど出ない 

（準ひきこもり） 

（狭義のひきこもり） 
（広義のひきこもり） 
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内閣府「生活状況に関する調査報告書」から 



項目 H３０調査（40～64歳） H２７調査（15～39歳） 

初めてひきこもり
の状態になった
年齢 

内閣府アンケート調査結果の概要② 

15～19歳 

2% 

20～24歳 

13% 

25～29歳 

15% 

30～34歳 

6% 

35～39歳 

2% 

40～44歳 

13% 45～49歳 

8% 

50～54歳 

9% 

55～59歳 

11% 

60～64歳 

17% 

無回答 

4% 

15～19歳 

8% 

20～24歳 

33% 

25～29歳 

25% 

30～34歳 

17% 

40～44歳 

17% 

（全体） 

（40～44歳） 

（２）調査結果 

14歳以下 

12% 

15～19歳 

31% 20～24歳 

35% 

25～29歳 

8% 

30～34歳 

4% 

35～39歳 

10% 
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内閣府アンケート調査結果の概要③ 

項目 H３０調査（40～64歳） H２７調査（15～39歳） 

ひきこもりの状態
になったきっかけ 
（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 

退職した 

25% 

人間関

係がうま

くいかな

かった 

15% 

病気 

14% 

職場にな

じめな

かった 

13% 不登校

（小～

高） 

6% 

就職活

動がうまく

いかな

かった 

4% 

受験に

失敗した 

1% 

特にな

い・分か

らない 

10% 

その他 

12% 

不登校

（小～

高） 

15% 
職場に

なじめな

かった 

15% 
人間関

係がうま

くいかな

かった 

13% 

就職活

動がうま

くいかな

かった 

13% 

病気 

11% 

受験に

失敗し

た 

5% 

その他 

28% 
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内閣府アンケート調査結果の概要④ 

項目 H３０調査（40～64歳） H２７調査（15～39歳） 

ひきこもりの状態
になってからの期
間 

        
 
 
 
 
 
 
     

6か月～1

年 

7% 

1～2年 

15% 
2～3年 

6% 

3～5年 

21% 

5～7年 

4% 

7～10年 

11% 10～15

年 

6% 

15～20

年 

11% 

20～25

年 

11% 

25～30

年 

2% 

30年以

上 

6% 

（全体） 

（40～44歳） 

6か月～

1年 

12% 

1～3年 

12% 

3～5年 

29% 5～7年 

12% 

7年以上 

35% 

1～2年 

8% 

3～5年 

16% 

7～10

年 

17% 
10～15

年 

17% 

15～20

年 

17% 

20～25

年 

25% 
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家から出

ることが

ある, 14

人, 58% 

自室から

は出るが

家から出

ない, 5

人, 21% 

自室から

ほとんど

出ない, 5

人, 21% 

生活支援センター（生活困窮者自立支援制度）での対応 

（２） 生活支援センターでの相談対応状況  
 ①  相談件数  Ｈ３０年度         ：１５件 
             Ｒ元年度（４～６月） ： ９件 

 ② ひきこもり状態に 
     ある人の年齢 

④ ひきこもり状態になったきっかけ 

不登

校, 10

人, 
42% 

離職, 6

人, 
25% 

その他, 

8人, 
33% 

（離職） 

（１）  本市のひきこもり相談への対応 
・それぞれの関係部署が個別支援を実施。 

・ひきこもりの専門相談窓口としては、県が「広島ひ
きこもり相談支援センター」を設置。 

・生活困窮者の相談窓口「生活支援センター」で
は、主に就労に向けた段階的な支援や、困窮世帯
への支援を実施。 

（不登校） 
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③ 外出状況 

20代, 5

人, 
21% 

30代, 5

人, 
21% 

40代, 2

人, 8% 

50代, 4

人, 
17% 

60代, 1

人, 4% 

不明, 7

人, 
29% 

20

代,  
30% 

30

代,  
30% 

不

明,  
40% 

20

代, 
16% 40

代, 
17% 50

代, 
33% 

60

代, 
17% 

不

明, 
17% 



支援状況 

（１） 不登校がきっかけでひきこもりになったケース 
【概要】 
・２０代男性。 
・義務教育課程から不登校になり、ひきこもり状態に。 
【支援内容】 
・昼夜逆転しがちな生活リズムを整え、外出機会と人と接する機会を確保する。 
・職場見学や内職作業などを通じて仕事を知り、適職を探す。 
【支援結果】 
・フルタイムで就労中。 

（２） 離職がきっかけでひきこもりになったケース   
【概要】 
・４０代女性。 
・学校を卒業後、就職するも離職。その後は職を転々とする。 
・最後に離職した後、ひきこもり状態に。 
【支援内容】  
・内職作業や農業体験等を行いながら、本人の希望に合った仕事探しを支援。 
【支援結果】 
・仕事への焦りがやわらぎ、自分に合った仕事を落ち着いて探している。 
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ひきこもり支援における課題 

○支援につながりにくい 
・家族と本人がＳＯＳを発しないケースが多く、支援につながりにくい
（把握の難しさ）。 
・本人が支援を拒否する場合が多い。 
⇒ひきこもりの長期化・高齢化 
 

 
○支援が長期間に及ぶ 
・支援が開始できたとしても、支援が長期に及ぶケースが多い。 
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